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: 宇宙は138億年前に誕生して以来、ずっと膨；
：張を続けています。しかも、そのスピードはど；
；んどん速くなっています。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．：

加速膨張する宇宙のイメージ(NASA's Godd年d Space 
Flight Center Conceptual 丘1age Lab提供）
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Q 加速しているの？

,A はい。以前は徐々に減
速していると考えられていま
した。しかし米国とオースト
ラリアの二つの研究チームが
1998年星が寿命の最後に大
爆発を起こす超新星の明るさ
をそれぞれ観測したところ、

超斤星は予測より速く遠ざか
っていることが分かりまし
た。膨張が加速していること
を示す観測結果です。
Q なぜ加速するの？
A 加速膨張には引力を上

回る「斥力（せきりょく）」、
つまり物体同士が互いに遠ざ
け合う力が必要です。巨大な
斥力を生み出す未知の存在は
「暗黒エネルギー」と呼ばれ、
これが宇宙に満ちていること
が加速の要因と考えられてい
ます。宇宙全体のエネルギ...:,_

] 

謎塁畠=;悶‘わ：塁塁;;
解竺孟雷‘占ご覧ご
明守贔不明なの；
ヘ A 「宇宙最大の記と言

望；悶霜門摩：塁詈
、』 服によって宇宙の体積が2
．坦 卸こなると、通常の物質では

鏡：昇：二:竺)勺笠猛tr 度は変わらないとする説が有
ち悶工らけだね。L A 分からないこと固まいろ

いろあります。宇宙を観測し

げ たデータから導き出した門黒
エネルギーの密度は、理己的

ヘ，に予想した値より約60桁も小
• •さいという計算結果が出てい

ます。高エネルギー加速器研究機

構の郡和範准教授は「なぜこんな

に小さいのか説明するには新しい
理論が必要になる」と話していま
す。

Q 解明に向けた取り組みは？
A 即l1宇宙機閲 CESA) は

来年、新たな宇宙望遠鏡「ユーク
リッド」を打ち上げる計画です。
宇宙が加速膨張している理由と、
暗黒エネルギーの1生質の理解を目•
的としています。
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